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敦賀原発直下に活断層 2 号機廃炉不可避 

日本原子力発電敦賀原発（福井県）の敷地内断層を調べた原子力規制委員会が、２号機の直下

に「活断層がある」とする報告書の原案をまとめたことが１４日わかった。 

 活断層と判断された場合、2 号機の運転再開は極めて困難となり、原電は廃炉を避けられない

状況となる。経営危機に陥る恐れがあり、原電に出資する大手電力各社にも影響する可能性があ

る。国は活断層上に重要施設の設置を認めていない。（５/１５山陽） 

 

もんじゅ停止命令へ 

原子力規制委員会は近く、日本原子力研究開発機構に対し、原子炉等規制法に基づき、高速増

殖型炉「もんじゅ」の使用停止を命じる方針を固めた。内規に違反し、1 万個近い機器の点検を

怠っていた問題を重く見た。期限はつけず、安全管理体制を全面的に見直すまで運転再開は認め

ない。「もんじゅ」はプルトニウムとウランを燃料に、生成された核物質が 1.0 を上回る炉で、減

速材に水ではなくナトリウムを使う。（５/１３朝日） 

 

原発再稼働 明記へ 自民党政策集 参院選にらむ 

自民党は参院選公約のもとになる総合政策集で、原発再稼働を明記する方針を固めた。昨年の

衆院選では「3 年以内結論をめざす」としていたが、原発の安全確認を前提に再稼働を容認する

安倍政権の姿勢に合わせた。参議院選公約検討委員会は 22 日までに総合政策集をまとめる。政策

集では「国が責任をもって再稼働させる」と明記する。（５/１２朝日） 

 

大飯断層評価「3 連動想定を」 規制委員会 関電に要求 

原子力規制委員会は１０日、国内で唯一稼働中の関西電力大飯原発３、４号機（福井県）が新

しい規制基準を満たしているのかの確認作業で、周辺の３つの活断層が一緒に動いて地震を起こ

した場合の耐震安全性を調べるように関電に求めた。規制委員会が指摘したのは、海側にある２

つの活断層と、陸側にある３つの活断層。規制委員会の島崎邦彦委員長代理は「万が一ではなく、

３連動ありきで議論して欲しい」と厳しい条件で調べるよう要求した。（５/１１朝日） 
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